
米朝首脳会談の歴史的合意を心から歓迎する 

――朝鮮半島非核化と平和体制構築へさらなる前進を―― 

 

2018年 6月 13日 日本平和委員会事務局長・千坂純 

 

一、6月 12日、史上初の米朝首脳会談が行われ、共同声明が発表された。共同声明は、「ト

ランプ大統領は北朝鮮に安全の保障を与えると約束し、金正恩委員長は朝鮮半島の非核化

を完結するための固くゆるぎない約束を再確認した」と明記。「平和と繁栄を求める両国民

の希望通りに、新たな米朝関係の構築に向けて取り組む」「朝鮮半島での恒久的で安定的な

平和体制の構築に向け、力を合わせる」「北朝鮮は…朝鮮半島の完全な非核化に向け取り組

む」ことなどを宣言した。そして、「この共同声明の諸条項を全面的かつ迅速に履行するよ

う努め」、高官級の「後続交渉を可能な限り早期に開催するよう努める」ことを確認した。 

それは、約 70年にわたって敵対してきた両国の首脳が、朝鮮半島の非核化と平和体制の

構築を直接合意したものとして、歴史的な意義を持つものであり、私たちは心から歓迎す

る。私たちは、この合意が全面的かつ迅速に履行されるよう両国が誠実に努力することを、

強く期待する。また、関係国がその実現に積極的に協力することを求めるものである。 

 

一、この合意にもとづいて、非核化と平和体制構築を実現するならば、朝鮮半島のみなら

ず、この地域の安全保障環境を核と核、軍事と軍事の対決から非核・平和、対話と協力の

関係へと根本的に転換する契機となる。そのためには、この地域と世界の非核平和の世論

の発展が求められており、被爆国の平和運動として、そのために尽力する決意を表明する。 

私たちは、関係各国が核兵器禁止条約に加入し、核兵器のないアジアと世界を実現する

ために努力すること。さらに、武力の威嚇・行使を禁止し、紛争の平和的解決を原則とす

る北東アジアの平和体制を実現することを求めるものである。 

 

一、この会談後の記者会見でトランプ米大統領が、協議が順調に行っている間は米韓合同

演習を中止することを示唆し、将来的な在韓米軍縮小・撤退の可能性に言及したことは注

目される。この間、日本政府は、「最大限の圧力の継続」を声高に主張し、米韓合同演習と

一体となった軍事威嚇行動に自衛隊を参加させてきた。このような軍事威嚇への加担は中

止すべきである。 

私たちは日本政府が、日朝平壌宣言にもとづき、核・ミサイル、拉致、過去の清算など

両国間の諸懸案を包括的に解決し、国交正常化のための努力をすすめ、開始された平和の

努力を促進する役割を果たすことを、強く求めるものである。 

そして、北朝鮮の核・弾道ミサイル開発を最大の口実として進められてきた、憲法 9条

改悪や戦争法の具体化、日米軍事同盟と在日米軍基地の強化、大軍拡などの策動を、ただ

ちに中止すること訴える。 


